
（単位：億円）

事項
前年度
予算額

2019年度
予定額

比較増
△減額

備考

○ 新学習指導要領の円滑な実
施と学校における働き方改
革のための指導・運営体制
の構築(チームとしての学校
運営体制の推進)

◆義務教育費国庫負担金 1兆5,228
億円

1兆5,200
億円

▲27億円 　教職員定数の改善　　　　 　　　 　　＋32億円（＋1,456人）
　教職員定数の自然減等　　　　　　  ▲94億円（▲4,326人）
　教職員の若返り等による給与減　　▲29億円
  人事院勧告の反映による給与改定＋76億円
　教員給与の見直し　　　　　　　　　   ▲14億円　   等

◆専門スタッフや外部人材
の拡充

120億円 135億円 15億円 ・スクール・サポート・スタッフ　14億円（2億円増）
・部活動指導員　10億円（5億円増）
・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの配置拡充　47億円（2億円増）〔後掲〕
・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの配置拡充　17億円（2億円増）〔後掲〕
・ｽｸｰﾙﾛｲﾔｰ活用に関する調査研究 0.１億円
・看護師、外部専門家の配置　15億円（3億円増）（切れ目な
い支援体制整備充実事業の内数）〔後掲〕

◆学校における業務の適正
化

1億円 1億円 0億円 ・学校現場における業務改善加速事業　1億円

○ 新しい時代に求められる資
質・能力の育成

◆教育課程の充実 25億円 25億円 0.2億円 ・基礎学力に課題を抱える児童生徒への支援の充実　0.2億
円（新規）
・理数教育充実のための総合的な支援　19億円

◆情報教育・外国語教育の
充実

22億円 21億円 ▲2億円 ・新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業　2.6億
円（新規）〔後掲〕
・小・中・高等学校を通じた情報教育強化事業 1.9億円
・小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業 6.3億円
（小学校高学年外国語教育教材整備終了による減　▲2億
円）

◆道徳教育の充実 35億円 42億円 7億円 ・道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援、小学校及び中
学校で使用される「特別の教科　道徳」の教科書の無償給与
42億円（7億円増）

○ いじめ・不登校対応等の推
進

64億円 69億円 5億円 ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの配置拡充　47億円（2億円増）〔再掲〕
  全公立小・中学校に配置　26,700校→27,500校
  貧困・虐待対策のための重点加配拡充　1,000校→1,400校
・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの配置拡充　17億円（2億円増）〔再掲〕
  小・中学校のための配置拡充　7,500人→10,000人
  貧困・虐待対策のための重点加配拡充　1,000人→1,400人
・ＳＮＳ等を活用した相談事業　2億円（1.6億円増）
・いじめ対策・不登校支援等推進事業　2億円
・夜間中学における就学機会の提供推進　0.5億円（0.1億円増）

○ 子供の体験活動の推進 1億円 1億円 0億円 ・健全育成のための体験活動推進事業　1億円

○ 幼児教育の振興 324億円 762億円 438億円 ・幼児教育無償化の実施 701億円※内閣府計上予算含む
・先端技術を活用した幼児教育分野の実証研究　0.2億円
（新規）〔後掲〕
・認定こども園施設整備交付金　34億円
※別途、平成30年度補正予算123億円を計上

初等中等教育局　2019年度予算（案）主要事項

教育政策推進のための基盤の整備
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事項
前年度
予算額

2019年度
予定額

比較増
△減額

備考

○ キャリア教育・職業教育の充
実

2億円 4億円 2億円 ・将来の在り方・生き方を主体的に考えられる若者を育む
キャリア教育推進事業　0.3億円
・スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール　 0.8億円

○ 学校健康教育の推進 2億円 2億円 ▲0.4億円 ・がん教育総合支援事業　0.3億円
・つながる食育推進事業　 0.5億円

○ 少子化に対応した活力ある
学校教育の推進

24億円 24億円 0.1億円 ・少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進
事業　0.4億円
・へき地児童生徒援助費等補助金　23億円

○ 切れ目ない支援体制構築に
向けた特別支援教育の充実

24億円 26億円 2億円 ・切れ目ない支援体制整備充実事業　18億円（2億円増）〔再
掲〕
・学校における医療的ケア実施体制構築事業 0.6億円
・発達障害の可能性のある児童生徒等に対する支援事業
2.1億円
・学校と福祉機関の連携支援事業 0.1億円（新規）
・特別支援教育に関する教職員等の資質向上事業0.5億円
・教科書デジタルデータを活用した拡大教科書、音声教材等
普及促進プロジェクト　2.1億円(0.6億円増)

○ 幼児教育の無償化の実施 283億円 701億円 418億円 ・幼児教育無償化の実施　※内閣府計上予算含む

  ○ 学校をプラットフォームとした
総合的な子供の貧困対策の
推進

22億円 25億円 3億円 ・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの配置拡充　17億円（2億円増）〔再掲〕
　小・中学校のための配置拡充　7,500人→10,000人
　貧困・虐待対策のための重点加配拡充　1,000人→1,400人
・要保護児童生徒援助費等補助　6.7億円（0.2億円増）
・高等学校における次世代の学習ニーズを踏まえた指導の
充実事業　0.7億円

○ 私立小中学校等に通う児童
生徒への経済的支援に関す
る実証事業

12億円 10億円 ▲2億円 ・年収400万円未満の世帯に属する児童生徒について授業
料負担の軽減を行いつつ、義務教育において私立学校を選
択している理由や家庭の経済状況などについて実態把握の
ための調査を行う。

○ 高校生等への修学支援 3,841億円 3,873億円 32億円 ・高等学校等就学支援金交付金　3,709億円（31億円増）
・高等学校等就学支援金事務費交付金　25億円（5億円減）
・高校生等奨学給付金の拡充　139億円（7億円増）
　非課税世帯【全日制等】（第１子）の給付額の増額
 　（国公立＋1,900円、私立＋9,500円）

○ Society5.0に向けた人材育
成
社会が変わる、学びが変わ
る

－ 6億円 6億円 ・新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業　2.6億
円（新規）
・先端技術を活用した幼児教育分野の実証研究　0.2億円
（新規）
・WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援
事業　  1.1億円（新規）
・地域との協働による高等学校教育改革推進事業  2.5億円
（新規）

※　上記の金額は、初等中等教育局の事業の合計額。
※　端数処理の関係で計算が合わない項目がある。

Society5.0に向けた人材育成
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H

2
9
.3
義
務
標
準
法
改
正
に
よ
る
基
礎
定
数
化
に
伴
う
定
数
の
増
減
）

◆
発
達
障
害
な
ど
の
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
へ
の
通
級
指
導
の

充
実

+
3
4
8
人

◆
外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る
日
本
語
指
導
教
育
の
充
実

+
6
8
人

◆
初
任
者
研
修
体
制
の
充
実

+
7
2
人

※
基
礎
定
数
化
に
伴
う
自
然
減
等

▲
2
4
2
人

◆
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
未
然
防
止
・早

期
対
応
等
の
強
化

+
5
0
人

再
掲

◆
貧
困
等
に
起
因
す
る
学
力
課
題
の
解
消

+
5
0
人

◆
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
実
現
に
向
け
た
学
校
の
指
導
体
制

の
基
盤
整
備
（
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
等
）

+
2
0
人

◆
統
合
校
・
小
規
模
校
へ
の
支
援

+
3
0
人

・教
職
員
定
数
の
改
善

＋
3
2
億
円
（
＋
1
,4
5
6
人
）

・教
職
員
の
若
返
り
等
に
よ
る
給
与
減

▲
2
9
億
円

・教
員
給
与
の
見
直
し

▲
1
4
億
円

・教
職
員
定
数
の
自
然
減
等
▲
9
4
億
円
（
▲
4
,3
2
6
人
）

・人
事
院
勧
告
の
反
映
に
よ
る
給
与
改
定
＋
7
6
億
円

等
計

対
前
年
度
▲
2
7
億
円
＊

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
部
活
動
手
当
の
見
直
し
(土

日
3
時
間
程
度
2
,7
0
0
円
)

給
与
関
係

複
雑
化
・
困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の
対
応 計

＋
3
4
6
人
（
再
掲
除
く
）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

計
＋
1
,1
1
0
人

＊
四
捨
五
入
の
関
係
で
上
記
予
算
額
の
差
し
引
き
と
一
致
し
な
い

1



※
教
師
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
実
施
。
各
自
治
体
に
お
い
て
明
確
な
成
果
目
標
を

設
定
し
、
効
果
の
検
証
を
含
め
て
実
施
す
る
も
の
に
対
し
、
補
助
を
行
う
。

「
チ
ー
ム
学
校
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、
教
師
と
多
様
な
人
材
の
連
携
に
よ
り
、
学
校
教
育
活
動
の
充
実
と
「
働
き
方
改
革
」
を
実
現

学
校
生
活
適
応
へ
の
支
援

•
不
登
校
・
中
途
退
学
へ
の
対
応

•
い
じ
め
へ
の
対
応

多
彩
な
人
材
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
に
参
画
す
る
取
組
を
支
援

児
童
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

•
補
習
や
発
展
的
な
学
習
へ
の
対
応

•
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
学
力
向
上
へ
の

取
組

進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

•
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援

•
就
職
支
援

学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
支
援

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

2
0
1
9
年
度
予
算
額
(案
)：
3
1
億
円
(対
前
年
度
同
額
)

＜
7
,7
0
0
人
＞

2
0
1
9
年
度
予
算
額
(案
)：
1
4
億
円
（
+
2
億
円
）
＜
3
,0
0
0
人
→
3
,6
0
0
人
＞

•
校
長
経
験
者
に
よ
る
若
手
教
員
へ
の

授
業
指
導

•
子
供
の
体
験
活
動
の
実
施
へ
の
支
援

そ
の
他
(教
師
の
指
導
力
向
上
等
)

公
立
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
実
施
す
る
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
非
常
勤
）
の
配
置
に
要
す
る
費
用
の
1
/3
以
内
を
補
助

教
師
が
よ
り
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
の
印
刷
な
ど
を
教
師
に
代
わ
っ
て
行
う
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
支
援
。
【拡

充
】

(卒
業
生
の
保
護
者
な
ど
)

【
当
該
分
野
に
知
見
の
あ
る
人
材
】

(退
職
教
職
員
や
教
師
志
望
の
大
学
生
な
ど
)

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置

【
指
導
す
る
部
活
動
に
係
る
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
材
】

適
切
な
練
習
時
間
や
休
養
日
の
設
定
な
ど
部
活
動
の
適
正
化
を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会
を
対

象
に
部
活
動
指
導
員
(注
)の
配
置
を
支
援
。
【拡

充
】（
1
,5
0
0
校
→
3
,0
0
0
校
）

2
0
1
9
年
度
予
算
額
(案
)：
1
0
億
円
(+
5
億
円
)＜
4
,5
0
0
人
→
9
,0
0
0
人
＞

（
実
施
主
体
）
学
校
設
置
者
（
主
に
市
町
村
）

（
負
担
割
合
）
国
1
/3
、
都
道
府
県
1
/3
、
市
町
村
1
/3

（
指
定
都
市
：
国
１
/３

、
指
定
都
市
２
/３

）

（
実
施
主
体
）
都
道
府
県
・指

定
都
市

（
負
担
割
合
）
国
1
/3
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
2
/3

（
注
）
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
7
8
条
の
2
に
該
当
す
る
者

※
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
運
動
部
活
動
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
文
化
庁
の
文
化
部
活
動
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
教
師
の
負
担
軽
減
の
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
学
校
設
置
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

※
支
援
に
際
し
て
は
、
上
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
た
上
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
上
回
る
休
養
日
の
設
定
を

行
う
な
ど
、
学
校
の
働
き
方
改
革
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
学
校
設
置
者
へ
優
先
的
に
配
分
す
る
。

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
あ
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
実
現
す
る
た
め
、
教
師

に
加
え
て
学
校
教
育
活
動
を
支
援
す
る
人
材
の
配
置
を
支
援
。

（
実
施
主
体
）
都
道
府
県
・指

定
都
市

（
負
担
割
合
）
国
1
/3
、
都
道
府
県
・指

定
都
市
2
/3

【
地
域
の
人
材
】

多
彩
な
人
材
の
参
画
に
よ
る
学
校
の
教
育
力
向
上

～
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
～

2
0
1
9
年
度
予
算
額
（
案
）
5
5
億
円

(前
年
度
予
算
額

4
8
億
円
)

2
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学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
改
善
加
速
事
業

20
19
年
度
予
算
額
（
案
）

１
０
３
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

１
０
４
百
万
円
)

■
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
緊
急
対
策
（
平
成
2
9
年
1
2
月
2
6
日
文
部
科
学
省
）
や
学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
等
に
係
る
取
組
の
徹
底
に

関
す
る
通
知
（
平
成
3
0
年
2
月
9
日
付
）
等
を
踏
ま
え
、
教
員
自
ら
の
意
欲
と
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
勤
務
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

業
務
改
善
の
取
組
を
一
体
的
・
総
合
的
に
推
進
。

■
自
治
体
の
業
務
改
善
ポ
リ
シ
ー
の
策
定

■
業
務
改
善
の
取
組
の
実
施

・
教
員
の
行
う
業
務
の
明
確
化
（
事
務
職
員
や
他

の
ス
タ
ッ
フ
等
と
の
連
携
・
分
担
等
）

・
部
活
動
に
関
す
る
休
養
日
の
明
確
な
設
定

・
時
間
管
理
の
徹
底
、
研
修
の
実
施

等

市
町
村
と
連
携
し
、
小
中
学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
を
促
進
。
重
点
モ
デ
ル
地
域
の
成
果
を
県
下
に
波
及
。

都
道
府
県
・
政
令
市

都
道
府
県
・
政
令
市

■
重
点
モ
デ
ル
地
域
に
対
す
る
教
職
員
や
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
等
の
配
置

■
県
と
し
て
の
業
務
改
善
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
指
導
助
言

■
管
理
職
等
の
意
識
改
革
の
た
め
の
研
修
の
実
施

■
取
組
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

成
果
の
県
下
全
域
へ
の
発
信

■
勤
務
状
況
の
改
善
の
成
果
を
分
析

勤
務
時
間
（
総
勤
務
時
間
や
事
務
作
業
・

部
活
動
に
関
す
る
時
間
等
）
や
負
担
感
の

変
化
、
創
出
し
た
時
間
に
よ
る
教
育
面
で

の
効
果
な
ど
の
成
果
を
分
析

■
成
果
を
挙
げ
た
Ｇ
Ｐ
を
管
下
全
域
に
波
及

重
点
モ
デ
ル
地
域
：
市
町
村
（
政
令
市
含
む
）

重
点
モ
デ
ル
地
域
：
市
町
村
（
政
令
市
含
む
）

外
部
専
門
家
に
よ
る
分
析
・
助
言

成
果
を
分
析
し
、
全
国
に
発
信
し
普
及
。

業
務
改
善
に
集
中
的
に
取
り
組
む
重
点
モ
デ
ル
地
域
を
指
定
し
、
業
務
改
善
の
加
速
に
つ
い
て
の
実
践
研
究
を
実
施
。
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や

成
果
を
分
析
し
、
全
国
に
発
信
し
普
及
。

文
部
科
学
省

文
部
科
学
省

エ
ビ
デ
ン
ス

と
し
て
蓄
積

業
務
改
善
加
速
の
た
め
の
実
践
研
究
事
業
の
実
施

業
務
改
善
加
速
の
た
め
の
実
践
研
究
事
業
の
実
施

※
国
立
・
私
立
学
校
も
対
象

長
時
間
勤
務
是
正
の
た
め
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
、

全
国
的
な
気
運
を
醸
成

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
各
種
広
報
媒
体
等
に
よ
る
普
及
啓
発

・
実
践
事
例
集
の
作
成

等

■
研
究
機
関
等
に
よ
る
業
務
改
善
の
推
進
に
資
す

る
基
礎
的
調
査
研
究
を
実
施

長
時
間
勤
務
是
正
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

長
時
間
勤
務
是
正
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

業
務
改
善
の
基
礎
的
調
査
研
究
の
実
施

業
務
改
善
の
基
礎
的
調
査
研
究
の
実
施

■
業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に
よ
る

指
導
助
言

■
先
進
モ
デ
ル
の
横
展
開

■
業
務
改
善
の
取
組
の
継
続
し
た
フ
ォ
ロ
ー

業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
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教
育
課
程
の
充
実

＜
2
0
1
9
年
度
予
算
額
（
案
）
：
7
0
百
万
円
＞

今
後
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
等
に
資
す
る
実

証
的
資
料
を
得
る
た
め
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
等

に
よ
ら
な
い
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
を
認
め
る
研

究
開
発
学
校
を
指
定
し
、
新
し
い
教
育
課
程
、
指
導

方
法
等
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
を
実
施
。

次
代
を
見
据
え
た
教
育
課
程
・
指
導

方
法
等
に
関
す
る
先
導
的
研
究
開
発

理
数
教
育
の
充
実
の
た
め
の
総
合
的
な

支
援
等

＜
2
0
1
9
年
度
予
算
額
（
案
）
：
2
0
0
百
万
円
＞

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

た
取
組
の
推
進

＜
概
要
＞

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
踏
ま
え
、
「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
を
実
現
す
る
た
め
、
教
員
の
資
質
・
能
力
向
上
方
策
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
視
点
か
ら
の
学
習
・
指
導
方
法
の
改
善
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
な
ど
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の

周
知
・
徹
底
、
基
礎
学
力
定
着
に
向
け
た
取
組
、
理
数
教
育
の
充
実
、
現
代
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
な
ど
を
推
進
。

初
等
中
等
教
育
の
教
育
課
程
の
一
層
の
充
実

観
察
、実
験
の
充
実
を
図
る
た
め
、理
科
観
察

実
験
ア
シ
ス
タン
トの
配
置
支
援
や
、理
科
教
育

振
興
法
に
基
づ
い
た
、観
察
、実
験
に
係
る
理
科

設
備
の
整
備
充
実
。

基
礎
学
力
に
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒

へ
の
支
援
の
充
実

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
視
点
か
ら
、
不
断
の
授
業
改

善
を
図
る
た
め
の
実
践
的
な
調
査
研
究
を
行
い
、

効
果
的
な
学
習
・
指
導
方
法
の
開
発
、
優
れ
た
授

業
実
践
や
校
内
研
修
の
実
施
に
取
り
組
み
、
そ
の

成
果
の
普
及
を
図
る
。

＜
2
0
1
9
年
度
予
算
額
（
案
）
：
2
4
百
万
円
(新
規
)＞

現
代
的
な
課
題
に
対
応
し
た
資
質
・
能
力
を
子

供
た
ち
に
育
む
た
め
、
環
境
教
育
や
放
射
線
教

育
等
の
充
実
を
図
る
た
め
の
取
組
等
を
実
施
。

【
（
参
考
：
復
興
特
別
会
計
）
放
射
線
副
読
本

の
普
及
（
5
8
百
万
円
）
】

新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
高
等
学
校
の
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
が
各
学
校
に
お
い
て
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を

確
実
に
身
に
付
け
る
た
め
に
必
要
な
教
材
の
開
発

な
ど
の
調
査
研
究
を
行
い
、
学
校
に
お
け
る
指
導

の
抜
本
的
改
善
・
充
実
。

等

現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
教
育
の

充
実
等

高
等
学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の

抜
本
的
改
善
・
充
実

教
科
等
の
本
質
的
な
学
び
を
踏
ま
え
た
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
学

習
・
指
導
方
法
の
改
善
の
推
進

＜
2
0
1
9
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1
0
5
百
万
円
＞

＜
2
0
1
9
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1
,9
1
7
百
万
円
＞

読
解
力
を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
学
力
を
す
べ
て

の
児
童
生
徒
が
確
実
に
習
得
で
き
る
よ
う
、
義
務

教
育
段
階
の
早
い
時
期
か
ら
適
切
な
支
援
を
行
う

な
ど
、
基
礎
学
力
に
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
効
果
的
な
取
組
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

実
施
す
る
。

20
19
年
度
予
算
額
(案
)

2,
47
8百
万
円

(前
年
度
予
算
額

2,
46
1百
万
円
)
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理
数
教
育
充
実
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援

20
19

年
度

予
算

額
(案

)
1,

91
2百

万
円

(前
年

度
予

算
額

1,
88

6百
万

円
)

○
科

学
技

術
の

成
果

が
社

会
全

体
の

隅
々

に
まで

活
用

され
る

よう
に

な
って

い
る

今
日

、国
民

一
人

一
人

の
化

学
に

関
す

る
基

礎
的

素
養

の
向

上
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。加
え

て
、知

識
基

盤
社

会
に

お
け

る
我

が
国

の
科

学
技

術
イノ

ベ
ー

シ
ョン

の
創

出
に

つ
な

が
る

、次
代

の
科

学
技

術
を担

う人
材

を育
成

す
る

た
め

に
は

、初
等

中
等

教
育

段
階

か
らの

理
数

教
育

の
充

実
が

極
め

て
重

要
。

○
国

際
調

査
・全

国
学

力
学

習
状

況
調

査
等

か
らは

、「
我

が
国

の
理

数
関

係
の

学
力

は
、国

際
的

に
見

て
高

水
準

で
あ

る
も

の
の

、児
童

生
徒

の
理

数
に

対
す

る
興

味
・関

心
に

課
題

が
あ

る
」等

の
結

果
が

見
られ

る
た

め
、理

数
科

目
に

対
す

る
子

供
た

ち
の

興
味

・関
心

を高
め

て
い

くた
め

の
教

育
の

推
進

が
必

要
。

○
平

成
３

０
年

４
月

実
施

の
全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
の

理
科

の
結

果
に

お
い

て
は

、観
察

・実
験

の
結

果
な

どを
比

較
・分

析
した

上
で

規
則

性
を見

い
だ

す
こと

や
、観

察
・実

験
の

結
果

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を検
討

して
改

善
す

る
こと

な
どが

課
題

とな
って

お
り、

観
察

・実
験

活
動

を重
視

した
新

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

理
数

教
育

をよ
り一

層
充

実
させ

て
い

くた
め

の
環

境
整

備
の

推
進

が
急

務
。

背
景
説
明

科
学

的
な

思
考

力
、判

断
力

、表
現

力
等

の
育

成
の

た
め

に
は

、理
科

教
育

に
お

け
る

観
察

、実
験

の
充

実
が

不
可

欠
で

あ
り、

その
た

め
に

観
察

、実
験

に
か

か
る

理
科

設
備

の
充

実
を図

る
とと

も
に

、理
科

の
観

察
・実

験
の

充
実

及
び

指
導

に
注

力
で

きる
環

境
の

整
備

等
の

物
的

・人
的

の
両

面
に

わ
た

る
総

合
的

な
支

援
を目

的
とす

る
。

目
的
・目
標

事
業
内
容
1

理
科

教
育

設
備

整
備

費
補

助
【1

7億
円

】
（

国
庫

補
助

事
業

：
理

科
教

育
設

備
整

備
費

等
補

助
金

）

「理
科

教
育

振
興

法
」に

基
づ

い
て

、公
・私

立
の

小
・中

・高
等

学
校

等
の

設
置

者
に

対
して

、理
科

教
育

等
設

備
の

整
備

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を補

助
・補

助
の

対
象

小
学

校
、中

学
校

（
中

等
教

育
学

校
の

前
期

課
程

を
含

む
）

、高
等

学
校

（
中

等
教

育
学

校
の

後
期

課
程

を含
む

）
及

び
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
理

数
教

育
の

た
め

の
設

備
を

整
備

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

・補
助

率
1／

2（
沖

縄
3／

4）

・補
助

事
業

者
地

方
公

共
団

体
、学

校
法

人

観
察

、実
験

を
充

実
させ

る
こと

に
より

、児
童

生
徒

の
科

学
的

な
思

考
力

、判
断

力
、表

現
力

等
の

資
質

・能
力

の
育

成
を

図
る

。
成
果
、事
業
を
実
施
して
、

期
待
さ
れ
る
効
果

理
科
教
育
設
備
の
整
備

事
業
内
容
２

理
科

観
察

実
験

支
援

事
業

【2
億

円
】

（
国

庫
補

助
事

業
：

理
科

教
育

設
備

整
備

費
等

補
助

金
）

公
・私

立
の

小
・中

学
校

等
の

設
置

者
に

対
して

、理
科

の
補

助
員

（
観

察
実

験
アシ

ス
タン

ト（
PA

SE
O

）
の

配
置

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を補

助
。

・補
助

の
対

象
小

学
校

、中
学

校
（

中
等

教
育

学
校

の
前

期
課

程
を

含
む

）
に

お
け

る
理

科
の

観
察

・実
験

の
支

援
等

を
行

う補
助

員
（

観
察

実
験

ア
シ

ス
タン

ト(
PA

SE
O

）
の

配
置

に
か

か
る

経
費

・補
助

率
1／

3 
  

・補
助

事
業

者
地

方
公

共
団

体
、学

校
法

人

理
科
教
育
に
お
け
る
観
察
・実
験
の
支
援

物
的
支
援

物
的
支
援

人
的
支
援

人
的
支
援
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情
報
教
育
の
充
実

背
景

課
題

※
そ
の
他
、
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
奨
励
事
業
が
あ
る
た
め
、
金
額
の
合
計
は
一
致
し
な
い
。

＜
小
・
中
・高
等
学
校
を
通
じ
た
情
報
教
育
強
化
事
業
＞
【拡
充
】

◆
次
世
代
の
教
育
情
報
化
推
進
事
業

９
８
百
万
円

●
情
報
教
育
の
推
進
等
に
係
る
推
進
校
に
お
け
る
実
践
研
究

・
情
報
活
用
能
力
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
例
（
Ｇ
Ｐ
）
等
の
創
出

●
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支
援
推
進
事
業

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
指
導
事
例
（
G
P
）
の
創
出
と
普
及

・
教
師
向
け
の
研
修
用
教
材
の
開
発
・
提
供
や
研
修
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
教
師
等
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

●
高
等
学
校
情
報
科
担
当
教
員
の
指
導
力
向
上

・
教
師
向
け
の
研
修
用
教
材
の
作
成
・
配
布
等

◆
情
報
モ
ラ
ル
教
育
推
進
事
業

３
１
百
万
円

・
教
師
向
け
の
指
導
資
料
の
改
善
・
充
実

・
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

◆
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
推
進
自
治
体
応
援
事
業

６
０
百
万
円

・
教
育
の
情
報
化
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査
研
究

・
ＩＣ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

情
報
教
育
及
び
学
習
活
動
等
に
お
け
る
IC
T
活
用
の
推
進

英
語
教
育
に
お
け
る
IC
T
活
用
の
推
進

＜
生
徒
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
英
語
指
導
力
向
上
事
業
＞

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
・オ
フ
ラ
イ
ン
研
修
実
証
事
業

３
０
百
万
円
【新
規
】

・中
・高
等
学
校
英
語
教
師
を
対
象
と
し
て
、
指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
・オ
フ
ラ
イ
ン
を
融
合
し
た
研
修
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証

＜
新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業
＞

２
５
７
百
万
円
【
新
規
】

「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
等
の
実
現
に
向
け
、
学
校
現
場
と

企
業
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る

先
端
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
実
証
を
行
う
。

新
時
代
の
学
び
の
推
進

校
務
の
情
報
化
の
推
進

＜
学
校
IC
T
環
境
整
備
促
進
実
証
研
究
事
業
＞

◆
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
研
究
事
業

１
３
５
百
万
円

・都
道
府
県
単
位
で
の
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
共
同
調
達
・運
用
の
促

進
に
係
る
実
証

＜
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
・影
響
等
に
関
す
る
実
証
研
究
＞
１
６
百
万
円

・
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
制
度
化
に
伴
い
、
そ
の
使
用
に
よ
る
教
育
上
の
効
果
・

影
響
を
把
握
・検
証
す
る
た
め
の
実
証
研
究
を
行
う
。

＜
学
校
IC
T
環
境
整
備
促
進
実
証
研
究
事
業
＞

◆
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
研
究
事
業

４
７
百
万
円

・多
様
性
あ
る
学
習
環
境
や
専
門
性
の
高
い
授
業
の
実
現
等
、
児
童
生
徒
の

学
び
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
に
係
る

実
証

教
育
の
情
報
化
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
推
進

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
向
け
、
情
報
教
育
・
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
IC
T
の
活
用
、
教
育
の
情
報
化
を
支
え
る
基
盤
整
備
及
び

校
務
の
情
報
化
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
「
学
び
の
個
別
最
適
化
」等
を
図
る
た
め
、
新
時
代
の
学
び
の
推
進
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
を
実
施
す
る
。

2
0
1
9
年
度
予
算
額
(案
)

6
8
6
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

6
6
7
百
万
円
)

1
6
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小
・中
・高
等
学
校
を
通
じた
英
語
教
育
強
化
事
業

20
19
年
度
予
算
額
（
案
）
62
7百
万
円

(前
年
度
予
算
額

73
7百
万
円
）

(※
前
年
度
予
算
額
に
は
前
年
度
で
終
了
した
小
学
校
高
学
年
教
材
整
備
分
19
8百
万
円
を含
む
）

背
景

課
題

「教
育
再
生
実
行
会
議
第
三
次
提
言
」（
平
成
25
年
5月
28
日
）
、文
部
科
学
省
が
提
言
した
「グ
ロー
バ
ル
化
に
対
応
した
英
語
教
育
改
革
実
行
計
画
」（
平
成
25
年
12
月
）
等
を
踏
ま
え
実

施
して
き
た
本
事
業
に
つ
い
て
、平
成
29
年
3月
及
び
平
成
30
年
３
月
に
公
示
され
た
新
学
習
指
導
要
領
、「
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
平
成
30
年
６
月
15
日
）
等
を
踏
ま
え
、I
CT
の
効

果
的
な
活
用
や
多
様
な
人
材
の
活
用
等
を
図
りな
が
ら、
外
国
語
教
育
の
更
な
る強
化
を図
る
。

事
業
概
要
と背
景

○
新
た
な
外
国
語
教
育
に
対
応
した
条
件
整
備
事
業

○
小
学
校
外
国
語
教
科
化
に
対
応
した
外
部
人

材
活
用
促
進
等
の
た
め
の
講
習
の
実
施

10
1百
万
円
（
70
百
万
円
）

○
民
間
機
関
を
活
用
した
小
学
校
英
語
の
効
果

的
な
指
導
法
等
の
開
発
及
び
成
果
普
及
事
業

28
百
万
円
（
30
百
万
円
）

○
生
徒
の
発
信
力
強
化
の
た
め
の
英
語
指
導
力
向
上
事
業

○
中
学
校
・高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
抜
本
的
改
善
の
た
め
の
指
導
方
法

等
に
関
す
る
実
証
研
究 32
百
万
円
（
35
百
万
円
）

先
進
的
な
指
導
・
評
価
方
法
、

IC
T教
材
、

AL
Tの
活
用
等
、
授
業
実
践
を
通
じ
た
エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス
の
実
証
研
究
を
実
施
し
、
指
導
改

善
に
活
用
す
る
。
【
委
託
先
：
国
立
大
学
法
人
】

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
した
外
国
語

教
育
推
進
事
業

7百
万
円
(8
百
万
円
）

英
語
以
外
の
外
国
語
に
つ
い
て
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
の

開
発
等
を
実
施
。
（
英
語
以
外
の
外
国
語
：中

、
韓
・
朝
、
仏
、
独
、
西
、
露
等
）

【
委
託
先
：
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
、
国

立
大
学
法
人
、
学
校
法
人
】

民
間
機
関
や
外
部
人
材
の
活
用

に
よ
る
英
語
教
育
強
化

教
師
の
指
導
力
向
上
や
条
件

整
備
に
よ
る
英
語
教
育
強
化

特
別
免
許
状
等
を
利
用
し
た
外
部
人
材
の
活
用
促
進
の

た
め
、
外
部
人
材
に
よ
る
質
の
高
い
指
導
が
可
能
と
な
る

講
習
の
実
施
を
大
学
等
に
委
託
。

小
学
校
教
員
の
中
学
校
英
語

免
許
状
取
得
を
促
進
。

【
委
託
先
：
教
育
委
員
会
・
大
学
等
】

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
民

間
機
関
を
活
用
し
、
国
が
作
成
し
た
新
教
材
及
び

IC
T

教
材
を
使
用
し
た
効
果
的
な
指
導
法
等
の
開
発
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
。

【
委
託
先
：
民
間
機
関
】

先
進
的
な
取
組
支
援
・
成
果

普
及
に
よ
る
英
語
教
育
強
化

【
小
学
校
教
材
整
備
】

11
1百
万
円

(1
10

 百
万
円
）

・
小
学
校
３
・
４
年
生
で
使
用
す
る
教
材
の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
。

【
中
学
校
補
助
教
材
整
備
】

18
1百
万
円
（
新
規
）

・
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
期
間
中
に
指
導
内
容
が
追
加
さ
れ
る
中
学
校

英
語
に
つ
い
て
、
教
科
書
に
準
拠
し
た
補
助
教
材
を
作
成
し
、
生
徒
に
配
布
す
る
。

（
20

19
年
度
中
に
、

20
19
年
中
学
校

1年
生
、

20
20
年
中
学
校

1、
2年
生
に
配
布
予
定
）

※
そ
の
他
、
小
・
中
・高
等
学
校
の
指
導
法
等
の
映
像
資
料
の
作
成
及
び
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
置
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
研
修
実
証
事
業
】

30
百
万
円
（
新
規
）

・
中
・
高
等
学
校
の
生
徒
の
英
語
の
発
信
力
向
上
の

た
め
、
民
間
機
関
に
委
託
し
英
語
科
教
師
対
象
の
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
。

・
特
定
の
地
域
、
学
校
等
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ

フ
ラ
イ
ン
を
融
合
し
た
研
修
に
よ
る
英
語
指
導
力
向
上

効
果
を
検
証
。
全
国
へ
普
及
を
図
る
。

20
20
年
度

20
21
年
度

20
22
年
度

・
小
学
校
全
面
実
施

・
大
学
入
試
で
外
部
検
定
試
験
活
用
開
始

中
学
校
全
面
実
施

高
等
学
校
学
年
進
行
で
実
施

【
英
語
教
育
改
善
プ
ラ
ン
】
推
進
事
業

（
委
託
先
：
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
）

12
4百
万
円
（
12

3百
万
円
）

・
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
お
け
る
英

語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
研
修
実

施
、
「
英
語
教
育
改
善
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い

た
研
修
の
改
善
・
充
実
、
研
修
協
力
校
に

お
け
る
取
組
等
を
支
援
。

・
免
許
法
認
定
講
習
等
施

・
当
該
講
座
を
外
部
人
材

も
受
講
可
能
と
す
る
。

・
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
研
究
事
業
：
多
様
性
の
あ
る
学
習
環
境
や
英
語
教
育
等
に
お
け
る
専
門
性
の
高
い

授
業
の
実
現
に
向
け
た
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
活
用
を
促
進

・
教
職
員
定
数
の
改
善

：
小
学
校
英
語
教
育
の
早
期
化
・
教
科
化
に
伴
う
専
科
指
導
に
必
要
な

教
員
充
実

関
連
事
業

外
国
語
教
育
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・充
実

20
19
年
度
予
算
額
(案
)
4,
20
7百
万
円

(前
年
度
予
算
額

3,
52
4百
万
円
)

背
景背
景

１
．
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・
充
実
に
係
る
支
援

①
特
色
あ
る
道
徳
教
育
の
取
組
の
支
援

小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
特
別
の
教
科

道
徳
」

（
道
徳
科
）
及
び
高
等
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の

効
果
的
な
指
導
方
法
や
、
道
徳
科
の
評
価
及
び
推
進

体
制
等
に
係
る
指
導
主
事
・
教
員
等
の
研
究
協
議
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
教
材
等
の
活
用
に
よ

る
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
・
普

及
､
｢
親
子
道
徳
の
日
｣
と
い
っ
た
家
庭
･
地
域
と
の
連

携
を
強
化
す
る
取
組
な
ど
を
支
援
す
る
。

2
0
1
8
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校
及
び
2
0
1
9
年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校
の
道
徳
科
の
教
科
書
を
無
償
給
与
す
る
。

２
．
道
徳
科
の
教
科
書
の
無
償
給
与
（
小
・
中
学
校
分
）

②
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備

道
徳
科
の
趣
旨
や
ね
ら
い
を
踏
ま
え
た
効
果
的

な
指
導
方
法
や
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
現
在
、
各

学
校
等
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
好
事
例
や
優
れ
た

教
材
を
収
集
・
集
約
・
発
信
す
る
機
能
を
有
し
た

「
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
充
実
を
図
る
。

③
社
会
全
体
の
機
運
の
醸
成

社
会
全
体
に
対
し
て
「
考
え
、
議
論
す
る
道

徳
」
の
趣
旨
や
内
容
の
理
解
を
広
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
社
会
全
体
で
子
供
た

ち
の
道
徳
性
を
育
む
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
取
組
を
実
施
す
る
。

2
0
1
3
年
2
月
教
育
再
生
実
行
会
議
「
い
じ
め
問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（第
一
次
提
言
）
」

－
い
じ
め
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
向
け
た
道
徳
教
育
の
抜
本
的
な
充
実
を
提
言

1
2
月
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
－
「特
別
の
教
科
道
徳
」
（
仮
称
）
の
設
置
等
に
つ
い
て
提
言

2
0
1
4
年
2
月
中
央
教
育
審
議
会
に
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
」諮
問

1
0
月
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
」答
申

－
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
（
仮
称
）
に
係
る
学
習
指
導
要
領
の
具
体
的
な
在
り
方
等
に
つ
い
て
提
言

2
0
1
5
年
3
月
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
等
（
2
0
1
5年
度
か
ら
内
容
の
一
部
又
は
全
部
を
先
行
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
。
）

2
0
1
8
年
3
月
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
公
示

2
0
1
8
年
4
月
小
学
校
に
お
い
て
「特
別
の
教
科
道
徳
」
が
全
面
実
施
※
教
科
書
の
無
償
給
与
開
始

2
0
1
9
年
4
月
中
学
校
に
お
い
て
「特
別
の
教
科
道
徳
」
が
全
面
実
施
※
教
科
書
の
無
償
給
与
開
始

高
等
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指
導
要
領
（
道
徳
教
育
関
係
）が
実
施
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